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この動画でわかること
☑ロキソニンとカロナールってそもそもどんなお薬？ 
☑作用と副作用に違いはあるの？ 
☑妊娠中や子どもに使いやすいのはどっち？

この動画では一般の方～国試受験生・臨床Ns 
に向けてイラストで解説していくよ！
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作用機序は？
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原因物質を抑制する 
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炎症が起こる仕組み
怪我とか骨折とかしたら患部が腫れてきてめっちゃ痛いよね！ 

ああいった腫れや痛みのことを炎症っていうんだ！ 
どうして腫れたり痛みを感じたりするんだろう？

腫れや痛み
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こんな感じ
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ロキソニンはPGを抑制する！
・痛み 
・発熱 
・炎症

PG
怪我をすると

ロキソニン

鎮痛 
解熱 
抗炎症

だからロキソニンは『鎮痛』『解熱』『抗炎症作用』
を持っている！



カロナールは中枢に直接働く

発熱しろ！痛みを感じろ！

痛みのメカニズム
皮膚とかをつねる 
➡つねった刺激が脳に伝わる 
➡痛みとして感じる



カロナールは中枢に直接働く

発熱しろ！痛みを感じろ！

体温調節中枢 
痛みを感じる中枢 
➡この２つに働くので 
解熱&鎮痛



副作用は？

🟡肝機能障害など
🟡消化性潰瘍　🟡腎障害　
🟡喘息　🟡出血傾向など
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カロナールは肝臓で解毒される！
カロナールを大量投与すると毒性の強い

物質が大量に生み出される
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妊婦さんへの注意

副作用が多いので 
子どもや妊婦には使えない

ことがある
妊娠後期にロキソニン投与すると 

赤ちゃんの心臓の血管を 
狭くしちゃうことがある！ 

➡新生児遷延性肺高血圧とかになる



15歳未満の子どもへの注意

副作用が多いので 
子どもや妊婦には使えない

ことがある
15歳未満の子どもには使用不可 
➡インフルとかの発熱でロキソニン 
使うとインフルエンザ脳症になる 

リスクもある！
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🟡速く効くのは？
0.2～2時間 0.5時間



要は 
ロキソニンは色んな効果があって効果も強い！ 

でも副作用が多く、子どもや妊婦には使えないこともある！ 

カロナールはロキソニンにより効果が弱いけど 
副作用が少なくて子どもや妊婦には使えるんだね！


